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令和6年度 視力検査結果
Ａ B C Ｄ 眼鏡使用

                                 令和６年１０月１日№９ 

                                                       上尾市立瓦葺小学校 

＊おうちの方と一緒に読みましょう 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学年が上がるにつれて視力Ａが少なくなり、眼鏡使用者が増えています。 

●どちらかの視力にＢがあった場合、医療機関受診のお知らせをしています。黒板の字が見えにく

かったり、物を見るときに目を細めたりするのは視力低下のサインかもしれません。視力低下が

疑われる場合は医療機関へ御受診ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ 

●令和３年～５年に文部科学省が児童生徒の視力低下の実態調査を行い、次の結果が出ました。 

 ・裸眼視力１．０未満の子供の割合が増加している。 

 ・近視は、将来の目の病気との関連が大きく、遺伝的要因と環境要因の両方が関係する。 

 ・視力低下や近視の予防には、屋外で過ごすことを増やす、できる限り、近いところを見る作業

は短くする。 

詳しくは文部科学省のホームページ、児童生徒の近視実態調査事業「近視について解説した資料」

にありますので御参照ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の体を病気から守る方法のひとつが「石けんを使った

手洗い」です。これから水が冷たくなりますが、しっかりと

石けんでの手洗いを続けてくださいね。 

 

 

 

 

 

 


